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 適用分野

20105030

：歩行者状態分類装置およびプログラム

歩行者状態分類装置

ショッピングモールショッピングモールショッピングモールショッピングモール、、、、駅駅駅駅コンコースコンコースコンコースコンコース、、、、美術館美術館美術館美術館、、、、博物館博物館博物館博物館

例えばショッピングモールなどの商業施設内を移動している歩行者の振る舞いは、
その歩行者の意図や行動目的が現れているとされており、本発明は歩行者の状態
を的確に分類して歩行者の意図や行動目的を把握して商業活動などに役立てる。

本発明によれば、商業施設内などを移動して歩行者を歩行目的と目的地が決まっ
ていてそこに向かっている直行状態と、歩行目的、目的地、道順などが定まってい
ない回遊状態とに分類することができるので、歩行者の目的に合わせたサービスを
提供することができる。

本発明においては、ショッピングモール、駅コンコース、美術館、博物館などの都市
空間に歩行者の位置を検出する非接触センサ２２１～２２６を多数設けておき、それ
らのセンサによって検出された歩行者の所定時間毎の位置に基づいて歩行者の歩
行速度と歩行方向のばらつきを計算し、その計算された歩行速度が所定の値より速
くかつ歩行方向のばらつきが所定の値より小さいときは歩行者を直行状態と認定
し、逆に歩行者の歩行速度が所定の値より遅くかつばらつきが所定の値より大きい
ときは歩行者を回遊状態と認定している。


